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れ
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世
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別 1 

川戸地区の動向（３月末現在） 
 

    総人口 ５７３人 （－７） 

          

  男 ２７０人  （－５ ） 

    女 ３０３人  （－２ ） 

 

  ※（ ）は前月比 

 

   世帯数  27６世帯 
 

６５歳以上人口 及び 高齢化率 

 男 １０１人 (３７．４１％）  

女 １５５人 (５１．１６％） 

 

別 1 

コロナ対策でマスクづくり 



    

 

 

新型コロナウィルス対策のため、多くの活動が自粛され、公共施設等が原則使用禁止となっており、５月

の行事予定については掲載できません。各教室やサロン等の開催については、各自でご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度 消防後援会費収支報告書 

収入   

前年度繰越 ２３５,７７９   

消防後援会費 １６１,７００   

計 ３９７,４７９   

支出   

負担金 １１７,５００ 県操法大会出場負担金 

活動費 １５２,４５０ 出初式、役員会 

備品 ４７,２００ 第２部待機用テレビ他 

計 ３１７,１５０   

   

次年度繰越金 ８０,３２９  

 

令和元年度川戸体育協会決算書 

【収入の部】     単位：円 

項   目 予 算 額 決 算 額 比  較 説   明 

会   費 165,900 160,300 △ 5,600 1 戸当 700 円 229 戸×700 円 

市補助金 0 0 0   

雑 収 入 40,000 35,000 △ 5,000 地区民御花 

前年度繰越金 22,797 22,797 0   

合   計 228,697 218,097 △ 10,600   

【支出の部】     単位：円 

項   目 予 算 額 決 算 額 比  較 説   明 

会 議 費 2,000 2,368 368 お茶代   

事 務 費 3,000 984 △ 2,016     

地区民体育大会費 50,000 53,978 3,978 景品は昨年分を使用   

駅伝大会費 50,000 43,965 △ 6,035     

大会出場費 90,000 55,697 △ 34,303 各種大会参加費   

補助及び負担金 20,000 20,000 0 浜田益田間駅伝助成   

予 備 費 13,697 0 △ 13,697     

合   計 228,697 176,992 △ 51,705     

  （収入総額）     （支出総額）    （差引残高） 

   218,097 円   -   176,992 円  ＝  41,105 円    

令和２年５月の行事予定 
別 2 

川戸体育協会・川戸消防後援会の令和元年度決算をお知らせします。 


